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論文要旨 
本稿は南北朝とくに北魏後の時代におけるシルクロードに沿う地域の仏像を対象とした研究
である。すなわち仏像の図様変化から地域の交流を検討することを目的としている。四川省及
び山西省地域の造像碑などを取り上げ、外来文化と仏教との影響関係を考察する。そして、こ
れらの実例の考察によって、仏像様式が南北朝とくに北魏後の主題および様式を継承している
と同時に、本土仏教と異なる機能を果たしていることを明らかにしたい。 
第一章では、四川省から出土した須弥山図浮彫像の五柱建築と南インドのアーヤカ柱の関係
を論じる。検討に先だち、インドの五柱建築の意味を説明する。先ず台座上の五柱建築を調べ
た上で、仏教の金剛宝座塔にあたるのかを検討する。金剛宝座塔は、中インドのブッダガヤー
にある高塔の精舎を模してつくられたものである。四角の台の上の四隅と中央に塔が建つ、す
なわち五基の塔である。南北朝時代にすでに中国に伝わった。たとえば、中国敦煌莫高窟の第
四二八窟（北周）の壁画に五塔式金剛宝座塔がみられる。武威天梯山の十六国時代窟と雲岡石
窟の北魏窟、山西省朔県崇福寺の北魏石刻における金剛宝座塔の石刻等にもみえる。次いで南
インドのアーヤカ柱との関係を説明する。南インドのアマラーヴァティ塔遺跡から出土した浮
彫の上に南インドの塔が描かれる。アーヤカ柱はこの塔の上に建てられる。須弥山図浮彫像の
五柱はインドのアーヤカ柱の影響をうけるものと思われる。したがって四川と南インドとの関
係性が指摘できる。さらに須弥山図浮彫の図を解釈し、中国神話である崑崙山が宇宙の中心と
なるべき思想と仏教の須弥山思想とを合わせて、造像碑に表現されることを考察し、中国北朝
時代から現れてくる比較的新しい造形であることを指摘する。 
第二章では四川省から出土した造像碑に表現される諸持杖脇侍像を主として扱い、それらの
特徴として持杖や天衣を取り上げ、西域からの伝播様相を示す。まず持杖や天衣の特徴から、
持杖脇侍像はキジル石窟の第二〇七窟、八〇窟、八窟にある「蛤聞法死後昇天縁」図の牧牛人
と類似する。「蛤聞法死後昇天縁」とは『善見律毘婆沙論』巻四に所載される説話である。さら
に持杖脇侍像の様式を遡ると、山西大同文瀛路北魏壁画墓の北側棺床の立面に描かれる胡商牽
駝図と力士像の人物と同じ姿をもつことがわかる。墓の年代は北魏太和年間である。類似の様
式から西域から四川省に伝わるルートが想像できる。 
第三章では山西省出土した北周時代の法蔵造像碑について検討する。当造像碑は造像年代と
造像人と目的などが銘文に記載される。南北朝に流行した『大通方広経』によって造られた像
である。如来心相とキジル式倚坐像（とくに脚踏と足姿）を中心に詳述する。キジル式倚坐像
はキジル石窟でよく表れるが、中国造像では山西省の一例しか見られない。北周の保定元年に
はキジルも北周に献物したことが知られ、『周書』巻五「武帝紀上」では「保定元年（五六一）
……五月……戊辰、突厥、亀茲並遣使献方物」と記録されている。キジル石窟に多くみられる
造形が、北周時代に表されることは、これと関係する可能性がある。如来心相は『観仏三昧経』
に記され、仏像の胸文様に似ている文様は五、六世紀のカクラク石窟第四三窟の壁画に同じよ
うなものがみられる。またインド像として五世紀に属するジャイナ教祖師坐像にもある。この
様式がインドから西域を経て中国に伝えられたことが指摘できる。 
 以上、南北朝後期においてシルクロードに沿った仏教信仰の伝播に伴って、仏像が如何よう
な影響を受けたのか、また、その伝播ルートを明らかにすることを本稿の目的とした。本論で
は四川省の須弥山造像碑と造像碑の持杖脇侍像と山西省法蔵造像碑を対象にして、これらの造
像の外来様式を分析し、シルクロードを通した外来文化の受容ルートを検討したいという筆者
の関心に従うものである。まず、四川省の須弥山造像碑の五柱と南インドのアーヤカ柱との関
係を明らかにし、「蜀身毒道」が存在するという根拠を指摘した。「蜀身毒道」とは、四川省か
らヒマラヤ山脈の南方、プラフマプトラ川を経て、直接に西インドまで続く路線である。五柱
様式が中国また西域造像に見えないことから、アーヤカ柱は西南シルクロードを経て、インド
から直接に四川に伝わった可能性を指摘した。史料を検討したところ、『漢書・張騫伝』に「居
大夏時見蜀布、卭竹杖、問所従来、曰東南身毒国」があるため、「蜀身毒道」が漢代から存在し
たことを指摘できた。 また、「金剛宝座塔」を考察し、金剛宝座塔の様式は敦煌または雲崗な
どにおいて流行したことから、南北朝時期においてシルクロードをへて金剛宝座塔の様式が一
時的に流行したことがわかる。ただし、西域から吐谷渾をへて四川までの路線を否定できない
ため、これは第二章においても検討を行った。また、持杖脇侍像様式の源流をさかのぼって、
「蛤聞法死後昇天縁」の牧牛人図と比べて両者が似ていることを指摘した。「蛤聞法死後昇天縁
図」を引用して作られたものであると考えた。また、これらの図様は、山西省大同市文瀛路北
魏壁画墓の北側棺床の立面に描かれる胡商牽駝図の持杖人と比較し、髪形と服装と杖の様子か
ら持杖脇侍像と同じ、西域商人の一般的な装身具であることを述べ、持杖脇侍像様式は西域か
ら吐谷渾をへて四川までの路線によって伝わったと考えた。比べて、西域とくにキジル地域は
北朝との交流が多いことを付け加えた。さらに、山西省法蔵造像碑を例として考察し、キジル
と北朝の交流を説明した。法蔵造像碑において仏像の胸に表された心相図を資料として、諸像
の仏心相図を比べ、仏心相はアフガニスタンのバーミヤン地区から敦煌または北朝（とくに龍
門石窟）に伝わる路線上の造像、また、キジル式倚座像を検討し、キジル石窟との関係を明ら
かにした。 
以上、仏教造像碑にみられる主題から、南北朝後期の文化交流が仏教信仰の伝播に伴い、シ
ルクロードに沿って行われたことを明らかにし、さらに南北朝の仏像がインドまた西域の影響
を受けていることから、インドと西域と中国（成都や山西省を中心に）の間の文化の伝播ルー
トを明らかにした。四川省には本論で取りあげられなかった造像碑作品が数多く残る。四川省
の諸像と関連する須弥山信仰、蛤聞法死後昇天縁を含めた華厳経文化の研究はまだ途上である。
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論  文  名 
中国南北朝時代の造像碑について―南北朝後期の仏像における外来文化の影響
― 
 本論文は、南北朝後期の造像碑について考察を加え、この期に中国へ及んだ、西域影響を論じたも
のである。造像碑とは、仏像と文字の両者を刻んだ石製造像のことで、特に南北朝時代に中国各地で
制作された。論文は、四川省の造像碑を取り上げる第一章・第二章と、山西省の作例を対象にした第
三章より構成される。 
 第一章では、四川省成都市万仏寺址より出土した造像碑の断片で、表面に須弥山、裏面に弥勒菩薩
の宮殿をあらわす須弥山図浮彫をとりあげる。このうち弥勒宮殿上部にある五本の列柱表現の意味と
して、まずはインドブッダガヤ釈迦成道地の金剛宝座塔である可能性を検討した上で、より近い表現
として南インドアマラヴァティーから出土した石板ストゥーパ図の「アーヤカ柱」を見出す。両者は
仏座の上に並ぶ五本の列柱という点が酷似していることから、論者はこの作品に及んだインド影響を
想定する。さらに須弥山図の樹木を中国神話の「建木」と見なし、各所に表現される五人の人物を昇
天する供養人と想定した。そして、須弥山図の裏面にアーヤカ柱を伴う弥勒宮殿をあらわすことで、
須弥山世界から仏世界への導入を象徴させる意味があると解釈した。 
  第二章では、四川省成都市から出土した造像碑を取り上げ、従来金剛力士と見なされていた持杖脇
侍像の図像的源泉を探る。金剛力士は同じ作品に別に表現されていることから、従来説を否定し、類
似する図像としてキジル石窟の「蛤聞法死後昇天縁」に表現される牧牛人を見出した。両者は巻髪を
具える、棍棒状の杖を持つという二点に共通性がある。ここから、四川造像に及んだキジル地域から
の影響を想定した。 
  第三章では、山西省運城市から出土した、北周保定二年（562）銘の法蔵造像碑（山西省博物院）
を対象とし、銘文と表現を詳細に検討した上で、表現の源流、造立者とその信仰について考察を加え
た。本造像の起像主陳氏については、北魏から北周時期に山西省運城市周辺で力を持った一族である
ことを示し、像主比丘尼法蔵のいる尼寺に奉納するために造られた作品と想定した。また、碑頭の獅
子形、碑陽（表面）最下段の当陽仏（釈迦）の着衣と胸部の仏心相、碑陰（裏面）中段の須弥燈王仏
の両足裏を付ける坐法のいずれもが、インド・西域に源流の辿れる表現であることを多くの事例を示
しながら説得的に示した。そして、本造像中の各尊の尊名が『大通方広経』に由来するという先行研
究を承けつつ、南北朝期に流行した『観仏三昧海経』に基づく諸仏への敬礼を通じて懺悔・滅罪を期
待した造像であると結論づける。 
 以上の議論を通じ、南北朝後期の造像碑における西域影響を具体的にあきらかにした。伝播ルート
の想定は、参照する材料が少なく試案の提示に留まるものではあるが、傾聴に値する提言となってい
る。作品内部の小さなモチーフを大きな文化的交流の表徴と見る本論文の方法は、美術史研究の一つ
の醍醐味を示しており、具体的に明らかにした事実とともに、その成果は斯界へ寄与するところ大で
ある。よって、本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格があると認められる。 
 
